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研究成果の概要（和文）：アメリカ環境文学のグローバルな影響力を自然表象の変遷のなかで

検討し、風景構築と人種的無意識の関係を、主としてソロー、ポーなど１９世紀男性作家に探

った。また 20 世紀後半と 21 世紀、環境文学のもっとも重要なテーマのひとつとなってきた汚

染というテーマが、地域の歴史とどのような関係にあり、またどのような身体表象を伴ってい

るかを、ソロー、ポーの影響を受けた現代女性環境文学作家数名を中心に考察した。研究成果

は、現代英語環境文学１０３作(映画や音楽も含む)を、汚染、自然表象、アクティヴィズムと

環境正義など１０のテーマに分類し、作家概説、作品紹介と文献解題による辞書兼教科書を、

監修共編著として出版し、その他共著３冊と、国際学会での発表 2 回を含む７回の口頭発表、

および論文数編に結実した。 
研究成果の概要（英文）：Considering the global influence of American environmental 
literature on the transformation of natural representation, this study examines the 
relationship between landscape construction and racial sub consciousness in H.D.Thoreau 
and Edgar A.Poe. Also it examines the contemporary women environmental literature 
writers affected by the theme of pollution, and finds out they are accompanied by the 
representation of body in the late 20th and early 21st century. Outcomes of this study are 
culminated in co-authored four books and several papers as well as the presentations at 
several times including ones at the two international conferences. 
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１． 研究開始当初の背景 
(1)アメリカ文学の風景構築を決定している

のは、一般に荒野への憧憬やピクチャレスク
美学の影響とされてきた。しかし 19 世紀ア

機関番号：36301 

研究種目：基盤研究（C） 

研究期間：2010～2011 

課題番号：21520306 

研究課題名（和文）アメリカ環境文学における汚染と身体表象と風景の 

エコクリティシズム的研究  

研究課題名（英文）An Ecocritical Studies in Toxicity, Physical Representation, and 

Landscape in American Environmental Literature  

研究代表者 

伊藤 詔子（ITOH SHOKO） 

松山大学・薬学部・教授 

 研究者番号：60071536 

 



ンテベラムにおいては、これに加えて人種に
対する作家の無意識やゴシック様式が、風景
を構成する重要な因子である。これまでのエ
コクリティシズム研究では人種意識の作品
形成への影響研究は、20 世紀後半以降に限定
されてきた。そこで、エコロジー思想の提唱
者ヘンリー・デイヴィッド・ソローの代表的
テキストへの人種問題への意識を探ること
がテーマとして浮上してきた。 
 
(2)また多くの動植物表象があり、南部作家と
して黒人表象も多いエドガー・アラン・ポー
においても、ゴシック・ジャンルの自然表象
の特質を考察する必要が生じてきた。モダン
とポストモダン文学にも強い影響力を持つ
ポー文学の自然表象の特異性を、現代作家に
おいても考察する必要があった。 
 
(3)さらに20世紀60年代以降の女性作家の場
合は、汚染のテーマが主要な身体表象を生み
出しているが、汚染文学の体系的な研究はま
だ出ていない。特に汚染には農薬などの問題
に加え、核物質汚染が文学のテーマとして前
景化しており、この点は（１）の人種ともか
かわる地域と人種とジェンダーによる環境
格差問題系に連なる。こうした自然表象分析
の新たな観点を導入し、グローバルな様相を
強めるエコクリティシズムの新たな構築に
よって、環境文学のジェンダー化された多様
な地域の作品を、汚染表象を中心に解明する
ことが必要となった。 
 
２． 研究の目的 
(1)H・D・ソロー『ウォールデン』のアフリ
カ系アメリカ人の記述と風景の関係解明を、
ソローが関係した奴隷解放と反奴隷制文書
と改革文書との関係で明らかにする。  
 
(2)E・A・ポーのゴシック作品と自然表象の
関係を、作家独自の生きもの表象や自然のゴ
シック的表象、人種意識の考察において、海
洋譚を中心に解明する。またポストモダン作
家への影響を、ジョイス・キャロル・オーツ
において考察する。 
 
(3)現代女性環境作家の汚染と身体表象の研
究を、レイチェル・カーソンから始め、アメ
リカの核施設関連の場所で環境文学を発表
している女性作家を中心に、場所の核施設の
歴史やその作品化の過程、さらにこの分野独
自の文体的特質、また作家のアクティヴィズ
ムの実践や作品の社会的影響力についても
検討する。 
 
 
３．研究の方法 
(1)H・D・ソロー『ウォールデン』の第 14

章「先の住民と冬の訪問者」におけるアフリ
カ系アメリカ人の記述と作家の奴隷解放運
動との関係を、当時のエネルギーの問題に触
れた改革文書「楽園回復」において探る。現
代日本におけるソロー思想の影響を、朝日新
聞の報道にみて、またソローが豆畑を開墾し
た場所と、アフリカ系アメリカ人がすんだ場
所の関係について、考察をすすめる。日本ソ
ロー学会のシンポジアム、「災害後に読むア
メリカン・ルネサンス」によって他の作家と
災害との関係も考察・意見交換することで、
知見を吸収し、環境文学の社会的影響力につ
いて再考してゆく。 
 
(2)E・A・ポーのゴシックと自然表象の関係
を、主として『アーサー・ゴードン・ピムの
物語』において探るため、作品中の具体的な
動植物への言及をリストアップし、前後の文
脈からその３つの側面――自然史的記述、商
品として海洋資源としての側面、キメラ的生
きものの創造――に分けて特異性を考察す
る。またそれを現代のポスト・ゴシックジャ
ンルの担い手、ジョイス・キャロル・オーツ
の自然表象や、プロット展開と比較する。作
家の生誕２００年祭が行われる米フィラデ
ルフィアで研究発表と資料調査を実施して、
作家のすんだ大都会の出版界の状況などの
影響力考察をより一層進展させる。 
 
(3)現代女性環境作家の汚染と身体表象の関 
係考察を以下の作家の代表作と、場所性にお
いて展開する 
① レイチェル・カーソン 
② スザンヌ・アントネッタ（ニュー・ジ

ャージー州） 
③ ハンフォードの作家たち(ワシントン

州ハンフォード核プラント近辺) 
④ Ｔ・Ｔ・ウィリアムス(ユタ州およびネ

ヴァダ核実験場近辺) 
 
４．研究成果 
(1)ソローの改革文書と奴隷解放運動の関係
を明らかにすることで、『ウォールデン』第
14 章の黒人の存在に新たな読解を行った。 
成果はソロー学会シンポジアムで発表し、以
下の仕事に繋がった。この分野では米でも議
論が始まったので、本研究は日本からの研究
成果として、今後基本文献となるはずである。 
① 共著中の論文「3.11 後に読むソロー」 
② MESA(多民族研究学会）2011 年度特別講

演「ブラック・ウォールデンとソローの
8 月 1 日」として話した。 

③ 監修編著の中の序論「環境文学とエコク
リティシズムの現在」で、エコクリティ
シズムにおける人種の視点の重要性と、
環境批評のグローバル化、脱アメリカ化
の現状を論じた。 



 
(2) 『ピム』の中の多様な自然表象を、ゴ
シック・ネイチャーの概念導入によって解明
し、日本ポー学会のシンポジアム「未完の水
域を彷徨って」の中で発表した。また「『ピ
ム』のゴシック・ネイチャーの諸相」として
ポー学会の雑誌へ掲載論文とした。さらにオ
ーツとの比較論を、共著『カウンターナラテ
ィヴで語るアメリカ文学』のなかの論文とし
た。ゴシックという文芸概念に、エコクリテ
ィシズムからアプローチし、ゴシック・ネイ
チャーという新しい用語により説明した、国
内では初めての仕事となる。                  
またオーツの特異な自然表象とポーとの比
較は、監修執筆した『オルタナティヴ・ヴォ
イスを聴く—エスニシティとジェンダーでよ
む 現代英語環境文学 103 選』の、第 2 章、
作品 11、「失われたエデンとゴシック・ネイ
チャー――オーツ『北門の傍で／洪水に流さ
れて」で展開した。また監修共著『カウンタ
ーナラティヴで語るアメリカ文学』において
は、ポーやオーツに、従来のアメリカ的自然
観や、親荒野的感性を覆す、転覆的自然表象
への志向があり、それが現在ポスト・ゴシッ
クとして、新たな動きとなっていることを論
じた。なおフィラデルフィアでの調査は日本
ポー学会誌『ポー研究』(２，３号,2011)巻
頭言「日本ポー学会創立 5年目を迎えて」に
おいて、フィラデルフィア調査旅行記の形で
報告した。 
 
(3)レイチェル・カーソンの汚染の言説の影
響と、新たな汚染源である核による身体の汚
染を描く作家たち、核燃料化学工場のあるニ
ュージャージーのスザンヌ・アントネッタ、
ハンフォードの作家、テリ・ヘイン、グレタ・
グレガー、ユタ州の作家、Ｔ・Ｔ・ウィリア
ムスについて、汚染と身体の標題で環境文学
作品集を監修し、出版することができた。書
名『オルタナティヴ・ヴォイスを聴く—エス
ニシティとジェンダーでよむ 現代英語環
境文学 103 選』。大学の教室で使える text と
して編集し、環境文学の射程を広げ、カリブ、
アフリカも含む英語環境文学作家の掘り起
こし、作家の汚染のテーマへの貢献を定位し、
１０の環境文学基本テーマを提案する本と
なった。またこの書籍は、筆者が関係するエ
コクリティシズム研究会のみならず、
MESA,AALA(アジア系アメリカ文学研究会)の
論者１０名を招聘して、環境文学の国際化と
エコクリティシズムのグローバルな展開を
体現する形とした。なお本科研研究による研
究成果の、この書籍への収録論文は以下であ
る。 
 
①「環境文学とエコクリティシズムの現在」
－－全体の序論であり、従来のアメリカ中心

のエコクリティシズムから、第 2波、第３波
の、エコクリティシズムのグローバルな拡大
と、その歴史的経緯について論じた。 
 
① 「 薬品汚染と女性ドキュメンタリーの

世界」－－ＤＶＤ作品の意義と解説 ) 
『レイチェルの娘たち』／『青いビニー
ル』の解説を２本のコラムの形で書いた。 

 
② 「身体のトラウマとメモワールの文体--

有害化学物質の汚染についての作品と文
体 Susanne Antonetta, Body Toxic: An 
Environmental Memoir (2001)」として収
録された。 

 

③ 「原爆製造と土地の簒奪、語りによる歴
史の回復-Teri Hein, Atomic Farm Girls 
(2000) テリ・ヘイン『ハンフォードの農
家の娘達』」として発表した。 

 
④ 「自然の再発見-- 失われたエデンとゴ

シック・ネイチャー--オーツの作品の自
然表象の研究 で、Joyce Carol Oates, By 
the North Gate (1963); Upon the 
Sweeping Flood (1968)（ジョイス・キャ
ロル・オーツ『北門の傍で』／『洪水に
流されて』論）」として収録された。 
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